
●組立を行う前に

     ■組立てる前に必ず内容物を確認してください。

     ■組立てる際は広い場所で作業し、毛布などで床面にキズがつかない様行ってください。

　　 ■組立作業はなるべく複数の作業者で行ってください。転倒し怪我をする恐れがあります。
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1 メインフレーム

  ■ベース上面の穴にメインフレームをしっかりと差込み、底面から付属の六角穴付ボルトM8×35にスプリングワッシャ、平ワッシャを通し

     付属の六角レンチにてしっかりと固定してください。(図1,2)

2ヶ

警告

図1

メインフレームを組立てる際は二人以上で行いメインフレームが転倒しないよう保持して組立ててください。

メインフレームを固定するボルトはしっかりと固定してください。
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六角穴付ボルトM8×35
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フレーム受け金具

フレーム取付金具

① フレーム受け金具を任意の位置に

　　引っ掛けます。

②フレーム受け金具を覆うようにフレーム

   取り付け金具を引っ掛けて押し込みます。

フレーム金具取付

  ■マウントプレートと棚板を取り付けたい位置にフレーム受け金具とフレーム取付金具を【図4】のように取り付けます。
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ケーブル押さえ金具 8ヶ

  ※ディスプレイの取り付けにM4サイズの壁固定ネジを使用の

　　 場合は【平ワッシャ小(M4用)】をお使いください。
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フレーム取付金具

フレーム受け金具

ボルトの取り付けは全て

①六角穴付ボルト

②スプリングワッシャー

③平ワッシャー

の順で締めてください。
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3 マウントプレート取付

  ■マウントプレート受け金具を【図5】のように固定ボルト２本で取り付けます。

　■マウントプレート金具の上段ボルト穴に固定ボルトを軽く締めてマウントプレートを引っ掛けてください。引っ掛けた状態でマウントプレートの

　　 角度を調整し、固定ボルトでマウントプレートを下段ボルト穴としっかりと固定してください。最後に上段の固定ボルトをしっかりと締め込みます。

     ※マウントプレートへのディスプレイの取付方法は取扱説明書を参照してください。

固定ボルト

マウントプレート受け金具
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固定ボルト

※軽く締めて引っ掛ける

固定ボルト
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上段ボルト穴

下段ボルト穴

4 棚板取付方法

     

  ■フレーム取付金具の下段ボルト穴に固定ボルトを軽く締めて棚板を引っ掛けるように保持し、フレーム取付金具の上段ボルト穴と棚板の

　　 上段ボルト穴を固定ボルトによって固定します。最後に下段の固定ボルトを最後まで締め込んで固定します。(図7)

注意

注意

     ■棚板を取り付ける際は必ず棚板が落下しないように保持してください。落下し破損、怪我をする恐れがあります。

　　 ■搭載可能な機器の最大重量は10kgです。
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5 ケーブル押さえ金具使用方法

  ■フレーム内側にケーブルを通し、ケーブル押さえ金具を丸棒より少し高い位置からフレームの内側へ差し入れます。（図8）

　　 その後、完全にフレームの内側までケーブル抑え金具を入れ込み、丸棒に引っ掛けてください。（図9）
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※内側から見た図 ※平面から見た図 ※真横から見た図
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